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摘 要

姓炊Lg火嬢の畑地抄時汎愛に際 し拭林の長さを卓-ると良い桂時J柑】制令比妬もげ るが,同一

耕火線の放牧秒岬は一次式を以て袋托される血線的のものであり,長さに依る教化は共式に食

む紘穀に伐る連である都を甘息から溝勅 旨潤 し,合せて測定上生1可を戊造幣伽を示 した

Ⅰ 緒 青

綴特称火線松坂抄梓の測定は 11nの長ざを以てする林が血則であるが,租倉により 015m

戌は 1jtで行ふ棚倉がある 此の長さを辞へた嗣虐使を井蛙 lln-換許すJ･DiXT且を犯す者 もあ

り,又比脚 に放て-見取を掃滅 して計井する者 もあるが之 ullなる組 成は推洞にyfるもの
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で理絵的のものでは無い 一般に長さと短縮したものは長く将*した ものは短かく秒時が出る

都が題iAtjと認められて居る 例へば資がJH直に放て袈 1の棟TL親兆がnられる

此傾向は第 1所節 IT故でも何校に現仕れるもので.扱勲導火線の釈放抄時 (以7秒j出と略

解する)は訳刺の長さに井蛙比例してLI'.るものでは無い 此朋の理由をb地 に解析する

H 燃 焼 秒 時 の 測 定 方 法

秒速をか1度 する方淡として通常正しいとされて居るのが攻の披作である

小 利をすべき斗火線よ.)/a丘 1】tl飴を旬断托取 L共LI.間 1m の同職 鰍 こ中心珊 迷す

7/tmETを附 L,全盛の一欄末に放火し弟-の刻EH:りPjT火せる際妙味別を始動 し,他の別田よ

り叫火せる際.砂時計を終止して此間の析姿時榊を茂み砂逆 とす

p iPl麺棒釈料什水平板欲に血抜放に放き,帆の影響を受けざる磯節に於て行ふ 通常 3

回計測する砂蹄をや均す

所が製塩1.甥の如き多宜に鵬 するVrでは歩この煉瓦怖鉦方法を搾って居る向が多い

イ )衣 :･11Llを切餅筏取し√所に絞 り05m 又は 1尺を以てし後に補正櫓欝する圭那 l】も

あい か火j:i)結末噴火迄をil卜時ナ

ロ 鮎火はPE桂浜火-濁れ しめ又は披-6.燐火の如き通常なる方汝を探る･

-＼迎横拭壕の際性,砂時計を動かしつ i ユOscc ''10sec又比 30sec毎に時計指針の到

達畔を見つ｣出火す 鮭末耶火を糠感し井改称指針の肋をを注税 し.噴火時刻を 120g加 に 3

5cc過れ又は 1309ccに 4scc卑しの如 く屯ちに井出す

ⅠⅠⅠ 測 定 方 法 に 依 る 謀 墓 範 囲

か可定方故を上述の怖世方法とした際如何なる砂時説教がたるか打粉する
I

イ) 導火線長さの鼓差 一兎長を切断する際導火線に軌的癖が付いて居ったt)3L椎湧 性の

渇,一定のT艶､こilIてiも正確を期 し似たvt lm 切断に於て bznn)位の敢大紋墓を生する

都があ声 又切｡が斜になった))するから 1-2mm の渓盗比租借である 05In切断でも 2

- ヨ"m の無蓋は生ずるし武村が長くたれf舶 同数は多 くなるが先づ 5mm位の恥闇と見ら

)もる

･]) 出火辞の汲盤 砂時計を動か し/Fら出火するので か火せんとする時刻の 1scc盲8位

から用昔して火に接沸する 此Wの時nル虻紀臥 こよる感で虐める 此のKi丑は 15cc以内と見

赦 され る.

若 しJiJ等かの理由で捷鷹後 ]5cc以上ILF火が遅れた時は ]sec過れ 2sec遅れの如く共時々

の族件を入れて居る 佃Jl則なIB汝に放てもl斤火の始敏和を正吉掛こ知る祢柾困樺である 噴火

は粁AL時間つ1.き其状勢に強朗を件ふから正人雌 でも 1sec以内に汲立往生ずる

-) 終末部取掛妊)抜去 鼓来町火ri味rLFl的であるが硯感光と砂時3倣 作の過れ等 人間の感

兜的扶基が伴1. 之を大きくLiて ユsccとする

ニ) 時計の江ひ 菰常用ひられるのが 1/5秒計で掛 こ】/10砂肝を用ひる 之以上時計に在

仏が有った ら砂時計の変格はたい昔であるが時計の調並を/lr',･に行ふ詩で無いから之も大きく

lsecと探る

以上牧作上の挿設立に上り秒速に茨す程合汲墓を攻の他聞と汁井し紺る 成燃邸火線の秒速



育 Er) 疎外堺火戚横浜抄時o)鵬 きIこ仇る転化 .1

紘 ll-'0-180scchr･が通常であるから隈差が赦大に岬 する 1005比/n)を侭に探る

供 たtr･功EE (イ) (t7) (ノ､) (三) ?r
栽大尽並 5-2mzn l zldC l阜eC Ioec

O.25m iEI宜 空/250 1r_'L; 115 7r25 】2/IOO

O.50In潤定 3/i)00 1/50 1/50 1/Ln 7/100

1m 内定 5/),叫0 1/100 1/100 1/tOO 35/L00

ezn 滴定 5/2,000 1/20) TI200 1/1200 176/100

以上の如 く省略汝で沸l定した際は 1Jn の鉄剤で 士355ccの設立が斗入されて然る一従て

市晩 Wllて摂妃された 10sec飛びの燃焼砂時なるものが,訳壌時と奨化無いとして偲1こ j:5】ec

以内の安双q仇を教的材記した ものであったとしても此内には前記の 士35sl･Cの紐 を含んで

居るか ら 120HCC標把が 1305ccとすべきものか 110secとすべきものであったか解 らない称

になって何等信胡すべきもので無い鎌になる jEJuの測定方に依てもぐイ)項 1mm (I,)汲

(ノ､)合せて 1皇CC(三)で 1/5scc 他の鉄差止免れせtJ､か ら穀倉地 として 1m で ユ3% の

舟大訣逓 となる 袈 1以下に的げろ欺依仕訳除法r=J正雄を期 した℡駿であるか ら 8.590/迄の

誤差は無いつ もりであるが 】3% 位の殴芸は契れない 例-ば表 1の救他は前者'tらr璃 丑

略閣内の もの とh:るが後者の院差ならば換算低は範閣外とな I)士 の傾向が一致 して居る封か

ら是玖賛,陰謀菱 と見倣 し得ないものである

IV 貴 笈 佳

過去-1ヶ年に各節碍火妹の長さを較-て測定 した純県を袈 4迄 16例的げる 被覆はす確

の弟T政策 rT耶 1汀 碇の形態を探った ものであるが,使用した火粟は市販品用の もの及

特殊研究用の もの革紐々で,軸殊品は秒速墾化のEl的で大熊r=加｣-した ものである しかし,T.

色火難を使用 した布rz:繁 りはたい 秒迎低 は 3-10r醐 1度 した中村 瓜である

衣 2 粁ITr便 碍 火 線 秒 辿
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袈 4 耶 Ⅰ租 額 火 検 砂 辿
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V 貸 払結 果 よ ()箕 放 式 の 語 等

以上の 測定ldiを縦軸に訳料長 を横軸に珠って卸義を描 くと,簸てが正枚 を以て示 される故に

斗火線の砂迎 と良 さの指E係は
,/=〝+ J∬

なる故紙式で県へ られる谷 を知った 伏て L7及 b を求めて代入すれば長 さ 井 に封する砂地

tJを甘供 出蘇る韓である

然 るIt各慾駿紙鼎が示す 幽寂の直蝕 壮勾配が 一枝でないか ら∫〝及 tJ牡きち祥火線愉有 の も

のであ り,全般的の恒穀で仕無t/, 例を表 1の救仇に探って計耳する
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即 (イ)及 (Tl)の耕火娘は

(イ) y=012+136.5は い･) .'JE316+125S :亡

たる式で輿ふ可を秒油 を有する もので 1362及 125thCCが茄の砂越で祝って 0.12及 3】6は



むEE:■JSJB火脚 拶吟h幹帖 さ托仇も*ft 5

何帝かで導入された何点と見放し柑ろ

tpl托托して触 衣の甘塩仏から甘食式t計罪すると&5の様にたる.凪しサボ牡Eflr衣を
描いて血嬢から7L任し1tものは血線上の卦に補正したからJtuR阿井 も珂記して屯いた

& 5. 7rJa位 よ り 甘 .q 式 - の 計 弊 依

叫̂r 文iM tL ,.の■ ^叫 ぶ 叫 と謀 虻と鵠 肘㌔ 上海温
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点Sを遺児して l■の帆は 士 何れとも一定して屠らず3L各試料に放て弗って居る 計書に

班ろ抄過は甘洲 正也とJi大なる塾をぶ て居 ら7tt̂が.℡れ肌とのNIには j=5seelこ及ぶも

の もある.之は丸定蔑盗と共に革火鉄の抄3Eが辞途上不t]-なる名に生じた節の蒙で,tfiいか

とJLられる d の牡は何i･'TZすものか敗戦時即出火 した矧 ⊂於ける偲卿 テの退廷に依ろもの

上知史されが丸の規良目上研究中である

VI 措 浅

.)J賓他郷火椴の燃地抄相はサ駿枚fllに伏 ))食大 351h'他の13tAが額入される

'tJ 一つの収旗導火銀の凝さに依る砂相の襲化旺 ･Iニ"+bLCなる正Ⅰ奴 .̂で蛮はさLL･る 掛 ⊂

･Jは捷砂陣取 ■性別定長さである

一一i) ヒ遠耳投式の tt放 bは共耕火銀Lu有のものであって-J2的の地裁では無い

.V)'11J:るもの i生する脱退は不明較であるが姑顎の軒rEtL-.するものである

り 上達に綬 り兵った凝さIC汎定した抄過をその士 -ゝ&咋他へ計井換'rろ事は安富でたい･

(1'J.JI.)




